
 

第８学年２組　未来創造科 学習指導案 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　令和７年10月31日（金） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　Ｔ１石倉　尚　Ｔ２江角　啓 

 

１　探究課題　松江市には、どのような解決すべき課題があるのだろうか。 

 

２　単元名　　職場訪問を通して見いだした地域の姿について再考しよう 

　　　　　　　　～住みたいまちプロジェクト・社会と関わる～ 
 
３　授業構想と探究への手立て 

　本学年の子どもは昨年度「社会を知る」をテーマに、松江市の公民館の取組を通して地域の魅力や課

題を見いだし、「住みたいまち」について考える探究的な学習を行った。活動の結果子どもが考えた

「住みたいまち」には、探究前と比べて地域に住む多様な人々への視点が広がったり、地域に根付く

文化や人のつながりなど視覚的に捉えにくいものに価値を見いだしたりしたものが多かった。学年末

のふりかえりでは、探究の成果とともに公民館の取組からは地域で働く人の姿が見えにくいことに気

付き、「地域で働く人たちはどのような住みたいまちを目指しているのか」など次年度の探究課題に

つながる考えをもった。 

　８年生では、「社会と関わる」をテーマとして、職場訪問を通した探究的な学習を行う。昨年度と

情報収集する対象が変わることで、より多様な視点から地域の姿を捉えることが期待される。そし

て、９年生では実際に地域の課題解決に取り組むことから、その前段階として地域の課題を的確に見

いだす力をつけることを目指す。 

　第８学年の未来創造科では、次の５つの探究のプロセスを具体的に設定する。 

①課題の設定 

　島根県が人口減少、高齢化といった課題に対して先進的に取り組んできた地域であること、いま私

たちが住む地域が直面している課題を解決する力が、未来の社会をつくっていく上で不可欠であるこ

とを確認する。昨年度の活動のふりかえりや９年生で行う活動の見通しをもとに、「松江市には、ど

のような解決すべき課題があるのだろうか」を８年生の探究課題として設定した。 

②情報の収集 

　学年全体を２～４人ずつの41チームに分け、各チームを１つの職場に割り当てる。また、41のチー

ムを比較的似た業種ごとに６つのグループ（イベント・環境、医療・福祉、くらし、観光・飲食、伝

統・文化、販売）に分け、活動の単位とする。対象とする職場の選定やチーム分けにはできるだけ子

どもの意見を反映するようにし、子どもが「調べたい」という意欲をもって活動に取り組めるように

する。自分が訪問する職場について、あらかじめホームページ等から情報を得た上で職場を訪問し、

現地でしか得られない情報を得る。職場訪問は期間を空けて複数回設定し、働く人へのインタビュー

や職場の見学、体験活動等を通して、さまざまな視点から計画的に情報を収集できるようにする。 

③整理・分析 

　職場訪問で得た複数の情報を比較したり関連付けたりしながらチーム内で整理・分析し、地域の目

指す姿や解決すべき課題を見いだす。昨年度対象とした公民館と比べ、職場は取組（事業）の内容、

対象とする地域や年齢層、まちづくりへの関わり方などにおいて職場（事業所）による差異が大き

く、そこから得る情報は多様なものとなることが想定される。そのため、職場訪問で得た情報から地

域の目指す姿を見いだす際には、「しごと」（職場の取組）➝「ひと」（職場に関わる人々の思い）

➝「まち」（松江市のまちづくり）という視点をもとに分析していくことにする。さらに、各チーム

で分析した後、他の職場を訪問した人と相互交流する活動を設定し、自分の考えをより広い視野から

相対化できるようにする。また、自分の考えた地域の課題が本当に解決すべき課題といえるのか、統

計資料や職場へのインタビューなどを通して検証し、客観的に分析する。小単元が終わるごとにふり

かえりを行い、探究課題に対する自分の現在地を確認するとともに、情報として何がまだ足りないの

かを考えながら、さらに深く情報の収集、整理・分析が行えるようにする。 

④まとめ・表現 

　探究課題についての自分の考えを、各自が発表用スライドにまとめる。ここで子どもがまとめる解



 

決すべき課題や「住みたいまち」は、職場を通して見いだした地域の人々の多様な思いやつながりが

反映されたものとなるようにする。まとめた内容を７年生やお世話になった方々に発表する機会を設

定し、自分の考えをより効果的に伝える方法を考えられるようにする。 

⑤ふりかえり・価値づけ 

　小単元ごとのふりかえりで、探究してきたことを価値付けながら振り返る。そのふりかえりを通し

て、子どもが小単元前後の情報や「住みたいまち」に対する考えなどに関する自己の変容を自覚でき

るようにする。それによって、次の探究的な学習に向けて、さらに見通しをもったり調整したりする

ことが期待される。そのような子どもの姿は、生徒が意欲的かつ持続的に地域の課題や「住みたいま

ち」について探究する姿につながると考えている。 

　単元末のふりかえりでは、自分が行った探究の方法と得られた成果を関連付けて考えることで、今

後の探究的な学習に生かせるようにする。また、今年度の探究を通して見いだした地域の課題をふま

えて自分が９年生で取り組んでみたい課題を考えることで、次年度の活動への意欲が高まるようにす

る。 

　本単元では、職場からの情報の収集を通して地域のあるべき姿を見いだすことを目指している。子

どもは職場訪問で得た情報をもとに、職場の取組の目的や地域の目指す姿を考え、思考ツールにまと

める活動を行ってきた。その際、「誰のために」という「ひと」に着目することで、その取組に関わ

る多様な人々の立場から地域の姿を捉えられるようにした。 

　本時では、これまで別々に活動してきたグループと意見交換し、より幅広い職種からの情報の収集

を行う。対象とする人々や目的が異なる職場の取組について知ることで、どの職場にも共通する目的

に気付いたり、これまで意識していなかった人々の思いにも視野が広がったりすると考える。今ある

情報をもとに、さらにどの職場の情報を得るとよいのか、時間配分を考えながらどのように進めるの

かなど、本時は子どもに学びを委ねる時間が多くなる。チームティーチングで授業を実施すること

で、全体の流れを把握し主に授業を進める教員と、個々の学びを進める子どもを細かに観察し、適切

な場面で個別に助言を行う教員とで、本時の学習活動を支えていく。 

　次時では、本時で再考した職場の取組の目的から、改めて地域の目指す姿を考えることにしてい

る。本時で見いだした職場に関わる人々の姿やつながりをもとに、より多様な視点から地域の姿が捉

えられると考えている。 

 

 

４　評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①職場の様々な取組には、それ

に携わる人々の思いや願いがあ

ることを理解している。 

②地域の目指す姿や地域の課題

の背景には多様な面があり、そ

れらが関わっていることを理解

している。 

③職場で行われている取組や職

場の地域における役割、職場に

関わる人たちの思いや願い、そ

の他の背景を理解するために、

目的に応じて情報を収集してい

る。 

④職場の取組と地域のつながり

や地域の目指す姿、地域の課題

についての理解は、探究的な活

動で得た成果であることに気付

いている。 

⑤地域の目指す姿や課題には、

①職場の様々な取組やそれに携

わる人々の思いや願い等の情報

から、地域の課題を見いだすた

めに、見通しをもって調査活動

の準備や計画をしている。 

②情報を収集するために必要な

手段を選択し、幅広く収集して

いる。 

③地域の目指す姿や地域の課題

を見いだすために、複数の情報

を比較したり、関連付けたりし

ながら整理・分析し、考えを深

めている。 

④探究してきたことや「住みた

いまち」に関する考えについ

て、伝える相手を想定し、効果

的に相手に伝わるように表現し

ている。 

①職場の様々な取組やそれに携

わる人々の思いや願いなどにふ

れ、複数の情報を比較したり、

関連付けたりしながら整理・分

析し、地域の課題を、自分の良

さを活かし粘り強く見いだそう

としている。 

②他者と協働的に探究をして、

得た複数の情報を比較したり関

連付けたりしながら、地域の課

題について、より深く考えよう

としている。 

③探究を価値付けながら振り返

り、来年度は地域の課題の解決

に向けて探究をしようとしてい

る。 



 

多様な面があることに気付いて

いる。 

 

５　指導と評価の計画（全70時間　本時33時間目／59時間） 

※70時間のうち、４時間は探究のためのInformation未来。その他11時間は修学旅行事前学習。 

小単元名（時数） 学習過程 主な学習活動 
評価規準及び評価方法 

※〇は記録に残す評価 

１．今年度の探究

の見通しをもと

う。（１時間） 

探究課題

の設定 

・昨年度の探究のふりかえり 

・今年度の探究課題の設定と見通し 

態① ○ ふりかえり 

２．地域にはどの

ような職業がある

のか知ろう。（７

時間） 

情報の収

集 

 

整理・分

析 

 

 

まとめ・

表現 

 

ふりかえ

り・価値

づけ 

・講演会 

 

 

・講演会で得た情報を整理し、今後の

探究で知りたいことなどをまとめる

（形式は自分で選択） 

 

・まとめた内容をクラス内で意見交換

する 

 

・職業について考えてきたことを振り

返り、住みたいまちについて考える。 

知① 

 

 

思③ 

 

 

 

思④ 

 

 

知① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

行動観察・

ワークシー

ト 

行動観察・

Figjamなど

（選択） 

 

ふりかえり 

 

 

ふりかえり 

３．職場を通して

見える地域の目指

す姿を考えよう。

（本時25／26時

間） 

情報の収

集 

 

整理・分

析 

 

情報の収

集 

 

 

整理・分

析 

 

まとめ・表

現 

 

情報の収

集 

整理・分

析 

 

ふりかえ

り・価値づ

け 

・インターネット等を使い、訪問する

職場について調べる。 

 

・職場訪問で得たい情報や具体的な質

問内容を考える。 

 

・職場を訪問し、説明を聞いたり仕事

を見学・体験したりして情報を収集

する。 

 

・職場訪問を通して収集した情報を整

理・分析し、思考ツールにまとめ

る。 

・職場の取組から取組の目的、地域の

目指す姿を考える。 

 

・職場の取組の目的、地域の目指す姿

について、他のグループとの相互交

流を通して再考する。 

 

 

・職場の取組や地域の目指す姿につい

て考えてきたことを振り返り、住み

たいまちについて考える。 

知③ 

 

 

思① 

思② 

 

知③ 

 

 

 

思③ 

 

 

思③ 

 

 

思③ 

 

 

 

 

思① 

思② 

態② 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

行動観察・

ワークシー

ト 

行動観察・質

問メモ 

 

ワークシー

ト・ 

ふりかえり 

 

行動観察・思

考ツール 

 

行動観察・思

考ツール 

 

行動観察・思

考ツール・

ふりかえり 

 

 

ふりかえり 



 

４．職場を通して

見える地域の課題

を考えよう。（11

時間） 

まとめ・

表現 

 

 

整理・分

析 

まとめ・

表現 

 

情報の収

集 

 

 

 

情報の収

集 

整理・分

析 

まとめ・表

現 

 

ふりかえ

り・価値づ

け 

・他のグループとの相互交流で再考し

た、職場の取組の目的や地域の目指す

姿を伝え合う。 

 

・地域の目指す姿を実現するために、

何が課題となっているのか考え、思

考ツールにまとめる。 

 

 

・「ワクWORK」に参加して様々な職場

や職業についての情報を得ながら、地

域の課題について考える。 

・９年生が行った活動について知る。 

 

・考えた地域の課題を根拠となる資料

から裏付け、まとめる。 

 

 

 

 

 

・地域の課題について考えてきたこと

を振り返り、住みたいまちについて

考える。 

知② 

思④ 

 

 

思③ 

 

 

 

 

知② 

 

 

態③ 

 

思② 

思③ 

 

 

 

 

 

知② 

態① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

行動観察・ふ

りかえり 

 

 

行動観察・思

考ツール 

 

 

 

ワークシー

ト・ふりか

えり 

 

 

行動観察・思

考ツール・

ふりかえり 

 

 

 

 

ふりかえり 

５．職場訪問など

を通して考えた地

域の課題や住みた

いまちについて発

表しよう。（８時

間） 

まとめ・

表現 

・考えた地域の課題や住みたいまちに

ついてスライドなどにまとめる。 

 

・まとめた内容を発表する。 

思④ 

 

 

思③ 

思④ 

知⑤ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

スライドなど 

 

 

行動観察・ス

ライド・ふ

りかえり 

６．今後の探究に

ついて考えよう。

（２時間） 

ふりかえ

り・価値

づけ 

・今年度の探究をふりかえり、自分が

解決してみたい地域の課題を考える。 

・９年生の活動への見通しをもつ。 

知④ 

態③ 

○ 

○ 

ふりかえり 

７．Information

未来（４時間） 

課題の設

定 

 

 

まとめ・

表現 

・訪問する職場と自分の価値観とをか

け合わせながら、探究の方法につい

て学ぶ。 

・発表のための資料作成の方法や発表

資料の作り方、発表の仕方などを学

ぶ。 

探究

に必

要な

知

識・

技能 

 行動観察・ふ

りかえり 

 

行動観察・ふ

りかえり 

 

 

 

６　本時の学習 
(1) 目標 

　他のグループとの相互交流を通して、職場の取組の目的や取組に関わる人の思いや願いに関する考

えについて再考することができる。（思考力、判断力、表現力等） 

 

 



 

(2) 展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．前時までの活動を振り返る。 

・職場で得た情報をもとに考えた取組の目的や

かかわる人の思いや願い、地域の目指す姿を

ピラミッドチャートに整理した。また、グ

ループごとに情報や考えを出し合い、職場の

取組と目的をマトリクスにまとめた。 

 

 

 

２．本時の目標と活動の流れを設定する。 

 

 

 

 

 

・探究のプロセスの現在地を意識できるよう

にするため、毎時間、単元２の探究課題

「職場訪問先を通して見える、地域の目指

す姿とは何だろうか」を掲示しておく。 

・あらかじめグループごとに作成したマトリ

クスの情報をいつでも活用できるようにす

るため、クラスルームに掲載したり紙に印

刷したりしておく。 

 

・本時の目標や見通しがもてるようにするた

め、前時のふりかえりで他のグループとの

共有の必要性に気付いていた記述をとりあ

げ、目標の設定につなげる。 

 

 

３．本時の活動の流れを確認し、グループごと

にマトリクスを見ながら、情報交換の準備や役

割分担を行う。 

・どのグループの情報を聞きに行くといいか

な。 

・私は、はじめは聞きに来た人に説明するね。 

・途中で説明役を交代しようね。 

 

 

４．「情報の収集」と「整理・分析」を往還し

ながら、マトリクスを再考する。 

活動①「情報の収集」 

　グループごとに職場の取組や目的をまとめた

マトリクスを見て、自分のグループの内容と比

較し、より深く知りたい取組の説明を選び、情

報の収集に行く。 

・自分たちの職場にはない取組について、どん

な目的でどんな人を対象にしているのか聞い

てみたい。 

・自分たちの職場と対象になっている人が同じ

だけど、取組やその目的が異なっているか

 

・グループごとに机を分け、自分たちの考え

を伝える役の人が自席に残り、それ以外の

人は他のグループに情報の収集に行くよう

にする。 

・どのように情報を収集し集約を行うか、そ

の方法（誰が・どこで・何を・時間設定な

ど）を子ども自身が見通しをもって決めら

れるよう促す。 

 

 

 

・どのように動いてよいか迷っているグルー

プには、自分たちのマトリクスを再考する

ためにどのグループの共通点や違いに注目

するとよさそうか、問いかける。 

・職場の取組の目的を深く考えるために、誰

のために行われている取組であるのかに注

目できるような声かけをする。 

 

 

 



 

ら、詳しく聞いてみよう。 

・自分たちの職場と同じ目的だけど、取組やそ

の対象が異なっているから、詳しく聞いてみ

よう。 

 

活動②「整理・分析」 

・活動①「情報の収集」で得た情報をもとに、

自分たちのマトリクスの整理と分析を行う。 

・マトリクスに貼った付箋を並び変えて情報を

整理する。 

・自分たちが作成したマトリクスに、新たに見

つけた職場の取組の目的や取組にかかわる人の

思いや願いに関する考えを追加、修正する。 

 

 

 

 

 

 

 

５．ふりかえりをする。 

・私たちの職場の取組は、地元の人たちの生活

をよりよくするためだと考えていた。しか

し、Ａグループの話を聞いて観光客の視点か

ら改めて考えたときに、地元の人の笑顔が増

えることで観光客など他の地域から来た人た

ちにとっても魅力的なまちになると考えた。 

・ＢグループやＣグループと意見交換したとき

に、「人々の交流」はどの職場の取組にもか

かわっていることに気付いた。７年の公民館

でも「人のつながりが強いまち」が住みたい

まちの一つにあったけれど、職場や働いてい

る人たちにとっても、地域の人どうしがつな

がっていることが重要なのではないかと考え

た。 

 

 

 

 

 

・共通点や違いに注目したり、関連付けたり

しながら整理・分析する姿を教師が価値付

けながら声をかける。 

・子どもの様子を見ながら、必要に応じてど

うしてそのような違いがあると思うのかと

問いかける。 

・整理・分析する際、本時までに作成したマ

トリクスに直接書き加える、マトリクスに

貼った付箋を並びかえる、マトリクスの欄

を拡張するなどの方法を選択できるように

する。 

 

 

 

 

 

 

・相互交流を通して、どのような共通点や違

いに気付いたのか、どのようにマトリクス

を再考したのか、どのようなことをさらに

調べたいのかなどについて振り返るように

促す。 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）評価 

十分満足できると判断される

状況 

概ね満足できると判断される

状況 

支援を要する状況への 

手立て 

概ね満足できると判断される

状況に加えて、職場の取組の

目的などを地域の目指す姿に

つなげながら考えている。 

他のグループがまとめた職場

の取組の目的について情報交

換する活動を通して、それら

の共通点や違いに気付き、自

分が考えた職場の取組の目的

などを新たな視点で再考して

いる。 

自分たちのグループと取組

の対象や目的が違うものや

共通しているものがないか

などを、具体的に問いかけ

る。 

 
 
 
 


